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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　起動しているアプリケーションに係るウィンドウを複数同時に表示することが可能な表
示部と、
　複数のアプリケーションを制御し、当該複数のウィンドウのいずれか１つを有効状態に
したときに、他の少なくともいずれか１つのウィンドウを非有効状態に切り替えることが
可能な制御部と、
　所定の操作がなされる操作部と、を有し、
　前記制御部は、
　　前記ウィンドウが前記非有効状態となってから所定時間経過後に、前記非有効状態の
ウィンドウが表示されている領域を通常電力モードから省電力モードに切り替え、当該省
電力モードとなった領域にアプリケーションについての情報を表示し、
　　前記非有効状態のウィンドウが表示されている領域が通常電力モードから省電力モー
ドに切り替えられているときに、前記操作部に所定の操作が実行されると、前記非有効状
態のウィンドウが表示されている領域を前記省電力モードから前記通常電力モードへ切り
替えることを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記アプリケーションについての情報は、アプリケーションの名称である、ことを特徴
とする電子機器。
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【請求項３】
　請求項１又は２に記載の電子機器であって、
　前記制御部は、前記アプリケーションについての情報が前記表示部に表示されてから所
定時間経過後に、前記表示部から当該情報の表示を消すことを特徴とする電子機器。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電子機器であって、
　前記アプリケーションは、メール作成アプリケーション、メール閲覧アプリケーション
、ＴＶ放送受信の表示アプリケーションの少なくともいずれか１つを含むことを特徴とす
る電子機器。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子機器であって、
　前記表示部は、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｏｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプレ
イであって、
　前記制御部は、当該表示部を黒色表示することにより、前記非有効状態のウィンドウが
表示されている領域を前記省電力モードに切り替えることを特徴とする電子機器。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の電子機器であって、
　前記制御部は、前記操作部への前記所定の操作として、１又は複数のキーの所定順序の
押下操作、特定のキーの短押し操作、特定のキーの長押し操作、若しくは複数キーの同時
押し操作のうち少なくともいずれか１つの操作又はこれらの所定の組合せの操作が実行さ
れたときに、前記非有効状態のウィンドウが前記表示部に表示されている領域を前記省電
力モードから前記通常電力モードに切り替えることを特徴とする電子機器。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチウィンドウの機能を有する電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯端末装置等の電子機器では、表示部の表示領域を第１の領域と第２の領域に
分割し、第１の領域にアプリケーションを表示し、第２の領域に電波の受信レベルや電池
の残量を表示するように制御している。
【０００３】
　ここで、表示部に有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｏｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）を採用し
、状況に応じて第１の領域と第２の領域に供給する電力量を制御することにより、消費電
力を低減する表示装置が提案されている（例えば、特許文献１を参照。）。
【０００４】
　また、電子機器において、操作部の操作により複数のアプリケーションが起動され、ア
プリケーションごとのウィンドウが複数同時に表示部に表示（マルチウィンドウ表示）さ
れ、該複数のウィンドウのいずれか１つを有効状態にしたときに、他の全てのウィンドウ
を非有効状態に切り替える機能を有するものがある。
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－１０５５７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、複数のアプリケーションを起動し、それぞれのウィンドウを分割して表示す
る場合、非有効状態のアプリケーションの表示領域を所定時間経過後に通常電力モードか
ら省電力モード（マルチウィンドウの省電力モード）に切り替え動作が実行されると、非
有効状態のアプリケーションは、操作部に配されているキーの押下操作を受け付けないた
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め、省電力モードを当該キーの押下操作により解除することができなかった。ここで、省
電力モードとは、画面表示を暗くしたり、画面表示の少なくとも一部を消す等、画面表示
を制御することにより電力の消費を抑えるモードである。また、通常電力モードとは、上
記省電力モード以外のモードを言う。
【０００７】
　さらに、非有効状態のウィンドウが表示されている領域が省電力モードに切り替えられ
ているときには、一般的に、情報が何も表示されない。したがって、省電力モードに切り
替えられているウィンドウを眺めても、非有効状態のウィンドウが有効状態時に動作して
いたアプリケーションの確認が行えないため、動作確認のための操作が別途必要となり、
操作性が低下していた。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述のような課題に鑑みてなされたものであり、その目的のひとつ
は、省電力モードにおいて、非有効状態のアプリケーションについての情報を表示するこ
とができ、また、所定の操作により当該省電力モードを通常電力モードに切り替えること
ができる電子機器を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る電子機器は、上記課題を解決するために、起動しているアプリケーション
に係るウィンドウを複数同時に表示することが可能な表示部と、複数のアプリケーション
を制御し、当該複数のウィンドウのいずれか１つを有効状態にしたときに、他の少なくと
もいずれか１つのウィンドウを非有効状態に切り替えることが可能な制御部と、所定の操
作がなされる操作部と、を有し、前記制御部は、前記ウィンドウが前記非有効状態となっ
てから所定時間経過後に、前記非有効状態のウィンドウが表示されている領域を通常電力
モードから省電力モードに切り替え、当該省電力モードとなった領域にアプリケーション
についての情報を表示し、前記非有効状態のウィンドウが表示されている領域が通常電力
モードから省電力モードに切り替えられているときに、前記操作部に所定の操作が実行さ
れると、前記非有効状態のウィンドウが表示されている領域を前記省電力モードから前記
通常電力モードへ切り替える。
【００１０】
　また、上記電子機器では、前記アプリケーションについての情報は、アプリケーション
の名称であることが好ましい。
【００１１】
　また、上記電子機器では、前記制御部は、前記アプリケーションについての情報が前記
表示部に表示されてから所定時間経過後に、前記表示部から当該情報の表示を消すことが
好ましい。
【００１２】
　また、上記電子機器では、前記アプリケーションは、メール作成アプリケーション、メ
ール閲覧アプリケーション、ＴＶ放送受信の表示アプリケーションの少なくともいずれか
１つを含むことが好ましい。
【００１３】
　また、上記電子機器では、前記表示部は、有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｏｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅ
ｓｃｅｎｃｅ）ディスプレイであって、前記制御部は、当該表示部を黒色表示することに
より、前記非有効状態のウィンドウが表示されている領域を前記省電力モードに切り替え
ることが好ましい。
【００１４】
　また、上記電子機器では、前記制御部は、前記操作部への前記所定の操作として、１又
は複数のキーの所定順序の押下操作、特定のキーの短押し操作、特定のキーの長押し操作
、若しくは複数キーの同時押し操作のうち少なくともいずれか１つの操作又はこれらの所
定の組合せの操作が実行されたときに、前記非有効状態のウィンドウが前記表示部に表示
されている領域を前記省電力モードから前記通常電力モードに切り替えることが好ましい
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。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、省電力モードにおいて、非有効状態のアプリケーションについての情
報を表示することができ、また、所定の操作により当該省電力モードを通常電力モードに
切り替えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について説明する。図１は、本発明に係る携帯電子機器の一例
である携帯電話装置１の外観斜視図を示す。なお、図１は、いわゆる折り畳み型の携帯電
話装置の形態を示しているが、本発明に係る携帯電話装置の形態としては特にこれに限ら
れない。例えば、両筐体を重ね合わせた状態から一方の筐体を一方向にスライドさせるよ
うにしたスライド式や、重ね合せ方向に沿う軸線を中心に一方の筐体を回転させるように
した回転式（ターンタイプ）や、操作部と表示部とがひとつの筐体に配置され、連結部を
有さない形式（ストレートタイプ）でも良い。
【００１７】
　携帯電話装置１は、操作部側筐体部２と、表示部側筐体部３と、を備えて構成される。
操作部側筐体部２は、表面部１０に、操作部１１と、携帯電話装置１の使用者が通話時に
発した音声が入力されるマイク１２と、を備えて構成される。操作部１１は、各種設定や
電話帳機能やメール機能等の各種機能を作動させるための機能設定操作ボタン１３と、電
話番号の数字やメール等の文字等を入力するための入力操作ボタン１４と、各種操作にお
ける決定やスクロール等を行う決定操作ボタン１５と、から構成されている。
【００１８】
　また、表示部側筐体部３は、表面部２０に、各種情報を表示するための有機ＥＬ（Ｅｌ
ｅｃｔｏｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）表示部２１と、通話の相手側の音声を出力す
るスピーカ２２と、を備えて構成されている。
【００１９】
　ここで、有機ＥＬ表示部２１の構成について説明する。有機ＥＬは、自発光型の表示デ
バイスであり、ガラス基板上にＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ　Ｔｉｎ　Ｏｘｉｄｅ）からなるア
ノード電極を形成し、その上に、ホール輸送層、発光層、電子輸送層からなる有機層と、
金属電極からなるカソード電極が形成されている。
【００２０】
　ここで、有機ＥＬ表示部２１では、有機層に印加する電流量により輝度値を制御してい
る。また、有機ＥＬ表示部２１では、発光層を発光させない、すなわち有機層に電流を印
加しないことにより黒色表示を行っているので、発光していない部分は完全に黒状態とな
りコントラストが非常に高いと言う特徴を有している。
【００２１】
　また、操作部側筐体部２の上端部と表示部側筐体部３の下端部とは、ヒンジ機構４を介
して連結されている。さらに、携帯電話装置１は、ヒンジ機構４を介して連結された操作
部側筐体部２と表示部側筐体部３とを相対的に回転することにより、操作部側筐体部２と
表示部側筐体部３とが互いに開いた状態（開放状態）にしたり、操作部側筐体部２と表示
部側筐体部３とを折り畳んだ状態（折畳み状態）にしたりできる。
【００２２】
　次に、図２は、携帯電話装置１の機能を示す機能ブロック図である。携帯電話装置１は
、図２に示すように、操作部１１と、マイク１２と、メインアンテナ４０と、ＲＦ回路部
４１と、有機ＥＬ制御部４２と、音声処理部４３と、メモリ４４と、電源回路部４５と、
充電池４６と、ＣＰＵ４７とが操作部側に備えられ、有機ＥＬ表示部２１と、スピーカ２
２と、ドライバＩＣ２３とが表示部側に備えられている。
【００２３】
　メインアンテナ４０は、所定の使用周波数帯（例えば、８００ＭＨｚ）で外部装置と通
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信を行う。なお、本実施の形態では、所定の使用周波数帯として、８００ＭＨｚとしたが
、これ以外の周波数帯であっても良い。また、メインアンテナ４０は、所定の使用周波数
帯の他に、他の使用周波数帯（例えば、２ＧＨｚ）に対応できる、いわゆるデュアルバン
ド対応型による構成であっても良い。
【００２４】
　ＲＦ回路部４１は、メインアンテナ４０によって受信した信号を復調処理し、処理後の
信号をＣＰＵ４７に供給し、また、ＣＰＵ４７から供給された信号を変調処理し、メイン
アンテナ４０を介して外部装置（基地局）に送信する。
【００２５】
　有機ＥＬ制御部４２は、ＣＰＵ４７の制御にしたがって、所定の画像処理を行い、処理
後の画像データをドライバＩＣ２３に出力する。ドライバＩＣ２３は、有機ＥＬ制御部４
２から供給された画像データをフレームメモリに蓄え、所定のタイミングで有機ＥＬ表示
部２１に出力する。
【００２６】
　音声処理部４３は、ＣＰＵ４７の制御にしたがって、ＲＦ回路部４１から供給された信
号に対して所定の音声処理を行い、処理後の信号をスピーカ２２に出力する。スピーカ２
２は、音声処理部４３から供給された信号を外部に出力する。
【００２７】
　また、音声処理部４３は、ＣＰＵ４７の制御にしたがって、マイク１２から入力された
信号を処理し、処理後の信号をＲＦ回路部４１に出力する。ＲＦ回路部４１は、音声処理
部４３から供給された信号に所定の処理を行い、処理後の信号をメインアンテナ４０に出
力する。
【００２８】
　メモリ４４は、例えば、ワーキングメモリであって、ＣＰＵ４７による演算処理に利用
される。
【００２９】
　電源回路部４５は、充電池４６から供給される電源電圧を所定の電源電圧に変換し、変
換後の電源電圧を有機ＥＬ表示部２１等に供給する。
【００３０】
　ＣＰＵ４７は、携帯電話装置１の全体を制御しており、特に、ＲＦ回路部４１、有機Ｅ
Ｌ制御部４２及び音声処理部４３に対して所定の制御を行う。
【００３１】
　次に、図３を参照して、ＣＰＵ４７の制御により有機ＥＬ表示部２１が通常電力モード
から省電力モードへ切り替わるときの、有機ＥＬ表示部２１の画面表示５０の変化の様子
について説明する。
【００３２】
　なお、以下では、アプリケーションＡとアプリケーションＢが起動され、アプリケーシ
ョンＡに係るウィンドウ５４が表示される領域と、アプリケーションＢに係るウィンドウ
５５が表示される領域が画面表示５０上において上下方向に分割表示（マルチウィンドウ
）されているものとする。また、画面表示５０の上端部には、受信電波の強弱の状態や充
電池４６の残量等を示すピクト領域５３が表示され、また、画面表示５０の下端部には、
操作部１１に配されるキーの機能を模式的に示されたソフトキー領域５６が表示される。
【００３３】
　また、図３（ａ）は、通常電力モード時の画面表示５０であり、図３（ｂ）は、省電力
モード１の時の画面表示５１であり、図３（ｃ）は、省電力モード２の時の画面表示５２
である。
【００３４】
　また、図３（ａ）においては、アプリケーションＢは、現在使用者により使用されてい
るアプリケーションであり、可視状態かつ有効状態（Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ａｃｔｉｖｅ）に
あり、一方、アプリケーションＡは、現在使用者により使用されていないアプリケーショ
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ンであり、可視状態かつ非有効状態（Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅ）にある。なお
、本実施例では、可視状態（Ｖｉｓｉｂｌｅ）とは、表示更新が可能な状態を言い、また
、有効状態（Ａｃｔｉｖｅ）とは、キー通知を受けることが可能な状態を言い、また、非
有効状態（Ｉｎａｃｔｉｖｅ）とは、キー通知を受けることができない状態を言う。
【００３５】
　ここで、使用されていないアプリケーションＡに係るウィンドウ５４は、可視状態にな
っており、電源電圧が無駄に消費されている。そこで、当該ウィンドウ５４の表示領域を
黒色表示にして省電力画面にする構成が考えられる。しかし、当該ウィンドウ５４の表示
領域が黒色表示になると、非有効状態になっているアプリケーションの状態が不明となっ
てしまう。
【００３６】
　本発明では、非有効状態となっているアプリケーションに係るウィンドウの表示領域を
省電力画面にしつつ、非有効状態になっているアプリケーションの状態を簡易に確認する
ことを目的としている。なお、有機ＥＬ表示部２１は、上述した特性上、黒色表示になる
と省電力状態になる。
【００３７】
　ここで、ＣＰＵ４７は、アプリケーションＢが可視状態かつ有効状態に移行してから所
定時間ｔ１が経過したときに、可視状態かつ非有効状態に移行しているアプリケーション
Ａに係るウィンドウ５４の表示領域を通常電力モードから省電力モード１へ切り替える制
御を行う（図３（ｂ）を参照。）。なお、ＣＰＵ４７は、不図示の時計部から取得する時
間情報に基づいて、所定時間ｔ１の経過を監視している。
【００３８】
　また、省電力モード１は、ウィンドウ５４の表示領域が省電力化のために黒色表示され
、かつアプリケーションＡの情報（例えば、アプリケーションＡの名称「アプリＡ」等）
がウィンドウ５４上に表示されるモードである。この省電力モード１によれば、文字付き
の省電力画面となっているので、非有効状態となっているアプリケーションＡに係るウィ
ンドウ５４の表示領域の省電力化を図りつつ、非有効状態になっているアプリケーション
Ａをひと目で確認することができる。
【００３９】
　さらに、ＣＰＵ４７は、省電力モード１へ移行してから所定時間ｔ２が経過したときに
、アプリケーションＡに係るウィンドウ５４の表示領域を省電力モード１から省電力モー
ド２に切り替える制御を行う（図３（ｃ）を参照。）。なお、ＣＰＵ４７は、不図示の時
計部から取得する時間情報に基づいて、所定時間ｔ２の経過を監視している。
【００４０】
　省電力モード２は、ウィンドウ５４の表示領域を完全に黒色表示するモードである。こ
の省電力モード２によれば、非有効状態となっているアプリケーションＡに係るウィンド
ウ５４の表示領域に対して、高い省電力化を図ることができる。
【００４１】
　また、従来技術においては、省電力モードに切り替わっている場合には、イベントの通
知により省電力モードの解除を行って通常電力モードに切り替えているが、ユーザによる
任意のタイミングでは簡易に当該解除を行うことができない。
【００４２】
　そこで、本発明に係るＣＰＵ４７では、ユーザが任意のタイミングで操作部１１の特定
キーを押下操作したときに、省電力モード１又は省電力モード２に移行している表示領域
を通常電力モードへ切り替える制御を行う。
【００４３】
　このように構成されることにより、省電力モードから通常電力モードへの切り替えに際
して、煩雑な操作を伴わずに切り替え処理を行うことができる。
【００４４】
　次に、ユーザが任意のタイミングで操作部１１の特定キーを押下操作したときに、ウィ
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ンドウの画面表示が、省電力モードから通常電力モードへ切り替わる動作を図４に示すタ
イミングチャートを参照して説明する。なお、ＣＰＵ４７は、アプリケーションマネージ
ャの機能を有しているものとし、アプリケーションＡとアプリケーションＢとにアクセス
可能になっているものとする。また、アプリケーションマネージャの機能とは、可視状態
、有効状態等のアプリケーションの状態管理やアプリケーションキーを通知する機能も含
んでいる。
【００４５】
　ＣＰＵ４７は、ユーザが操作部１１のキーを押下操作したときに、キーの押下を検出し
、キーの振り分け処理を行う。ＣＰＵ４７は、ユーザによる特定のキーの押下を検出した
場合には、アプリケーションＡに対して省電力解除通知を行い、アプリケーションＡに係
るウィンドウ５４の表示領域を省電力モード１又は省電力モード２から通常電力モードへ
切り替え処理を行う。
【００４６】
　また、ＣＰＵ４７は、特定のキー以外のキーの押下を検出した場合には、アプリケーシ
ョンＢに対して通常のキー通知を行い、押下されたキーに応じてアプリケーションＢを制
御する。
【００４７】
　このようにして、ユーザが任意のタイミングで操作部１１の特定キーを押下操作したと
きに、省電力モードに切り替えられている非有効状態のアプリケーションに係るウィンド
ウの表示領域を通常電力モードに切り替えることができる。
【００４８】
　＜実施例１＞
　本発明に係る電子機器の第１の実施例について以下に説明する。図５は、ＴＶ放送受信
の表示アプリケーションを起動後に、メール作成アプリケーションを起動したときの画面
表示である。画面表示６０では、図５（ａ）に示すように、ＴＶ放送受信の表示アプリケ
ーションが起動されており、ウィンドウの表示領域を全て使用してＴＶ放送を表示してい
る。次に、画面表示６１では、図５（ｂ）に示すように、メール作成アプリケーションを
さらに起動したため、２つのアプリケーションのウィンドウが上下に分割して表示されて
いる。ここで、ＴＶ放送受信の表示アプリケーションは、Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉ
ｖｅになっており、メール作成アプリケーションは、現在使用しているので、Ｖｉｓｉｂ
ｌｅ　Ａｃｔｉｖｅになっている。
【００４９】
　ここで、ウィンドウの画面表示が、画面表示６０から画面表示６１へ切り替わる時の流
れについて、図６に示すフローチャートを参照して説明する。
【００５０】
　ステップＳ１１において、ＣＰＵ４７は、ユーザによる操作に応じて、ＴＶ放送受信の
表示アプリケーションに係るウィンドウ６５を有機ＥＬ表示部２１全面に通常電力モード
で表示する（図５（ａ）を参照。）。
【００５１】
　ステップＳ１２において、ＣＰＵ４７は、マルチウィンドウ表示が要求されているか否
かを判定する。マルチウィンドウ表示が要求されている場合、すなわち他のアプリケーシ
ョンの起動が要求されているときには、ステップＳ１３に進む。なお、ＣＰＵ４７は、本
工程において、ユーザの操作に応じて、メール作成アプリケーションの起動が要求された
ものと判断する。
【００５２】
　ステップＳ１３において、ＣＰＵ４７は、有機ＥＬ表示部２１にマルチウィンドウを表
示させる。ＣＰＵ４７は、図５（ｂ）に示すように、画面表示６１の上半分にＴＶ放送受
信の表示アプリケーションに係るウィンドウ６７を表示し、画面表示６１の下半分にメー
ル作成アプリケーションに係るウィンドウ６８を表示する。
【００５３】
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　ステップＳ１４において、ＣＰＵ４７は、有機ＥＬ表示部２１に表示されるマルチウィ
ンドウがそれぞれＶｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅであるか否かを判定する。Ｖｉｓｉ
ｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅであるウィンドウがあるときには、ステップＳ１５に進む。な
お、本実施例では、ＴＶ放送受信の表示アプリケーションがＶｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔ
ｉｖｅになっている。
【００５４】
　ステップＳ１５において、ＣＰＵ４７は、「省電力タイマー１」を起動し、所定時間ｔ
１の経過を監視する。
【００５５】
　次に、ＣＰＵ４７は、メール作成アプリケーションが起動されることにより、ＴＶ放送
受信の表示アプリケーションと共に２つのアプリケーションに係るウィンドウが上下に分
割して表示されてから（図５（ｂ）を参照。）、所定時間ｔ１が経過したとき、Ｖｉｓｉ
ｂｌｅ　ＩｎａｃｔｉｖｅであるＴＶ放送受信の表示アプリケーションに係るウィンドウ
６７の表示領域を通常電力モードから省電力モード１へ切り替え、ウィンドウ６７上にＴ
Ｖ放送受信の表示アプリケーションの情報（この場合「８ｃｈ受信中」）を表示する（図
５（ｃ）を参照。）。
【００５６】
　ここで、ウィンドウの画面表示が、画面表示６１から画面表示６２へ切り替わる時の流
れについて、図７に示すフローチャートを参照して説明する。
【００５７】
　ステップＳ２１において、ＣＰＵ４７は、ステップＳ１５の工程により起動した「省電
力タイマー１」により所定時間ｔ１が経過したか否かを判定する。「省電力タイマー１」
により所定時間ｔ１が経過しているときには、ステップＳ２２に進む。
【００５８】
　ステップＳ２２において、ＣＰＵ４７は、アプリケーションの状態を取得する。具体的
には、ＣＰＵ４７は、Ｖｉｓｉｂｌｅ　ＩｎａｃｔｉｖｅになっているＴＶ放送受信の表
示アプリケーションの状態（例えば、８ｃｈが起動している等）を取得する。
【００５９】
　ステップＳ２３において、ＣＰＵ４７は、表示領域を通常電力モードから省電力モード
１に切り替える。具体的には、ＣＰＵ４７は、ＴＶ放送受信の表示アプリケーションに係
るウィンドウ６７の表示領域を通常電力モードから省電力モード１へ切り替え、ウィンド
ウ６７上にＴＶ放送受信の表示アプリケーションの情報（この場合「８ｃｈ受信中」）を
表示する（図５（ｃ）を参照。）。
【００６０】
　ステップＳ２４において、ＣＰＵ４７は、「省電力タイマー２」を起動し、所定時間ｔ
２の経過を監視する。
【００６１】
　次に、ＣＰＵ４７は、ＴＶ放送受信の表示アプリケーションの情報を表示（画面表示６
２）してから所定時間ｔ２が経過したとき、Ｖｉｓｉｂｌｅ　ＩｎａｃｔｉｖｅであるＴ
Ｖ放送受信の表示アプリケーションに係るウィンドウ６７の表示領域を省電力モード１か
ら省電力モード２へ切り替え、ウィンドウ６７上を完全に黒色表示する（図５（ｄ）を参
照。）。
【００６２】
　ここで、ウィンドウの画面表示が、画面表示６２から画面表示６３へ切り替わるときの
流れについて、図８に示すフローチャートを参照して説明する。
【００６３】
　ステップＳ３１において、ＣＰＵ４７は、ステップＳ２４の工程により起動した「省電
力タイマー２」により所定時間ｔ２が経過したか否かを判定する。「省電力タイマー２」
により所定時間ｔ２が経過しているときには、ステップＳ３２に進む。
【００６４】
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　ステップＳ３２において、ＣＰＵ４７は、表示領域を省電力モード１から省電力モード
２に切り替える。具体的には、ＣＰＵ４７は、ＴＶ放送受信の表示アプリケーションに係
るウィンドウ６７の表示領域を省電力モード１から省電力モード２へ切り替え、ウィンド
ウ６７上を完全に黒色表示する（図５（ｄ）を参照。）。
【００６５】
　また、ウィンドウの画面表示が、画面表示６２（省電力モード１）又は画面表示６３（
省電力モード２）から画面表示６１（通常電力モード）へ切り替わるときの流れについて
、図９に示すフローチャートを参照して説明する。なお、本実施例では、ＴＶ放送受信の
表示アプリケーションに係るウィンドウ６７の表示領域が省電力モード１（ステップＳ２
３）又は省電力モード２（ステップＳ３２）に切り替えられているものとする。
【００６６】
　ステップＳ４１において、ＣＰＵ４７は、省電力モード１又は省電力モード２を解除す
る条件を満たしているか否か判断する。ここで、省電力モードを解除する条件とは、１又
は複数のキーの所定順序の押下操作、特定のキーの短押し操作、特定のキーの長押し操作
、若しくは複数キーの同時押し操作のうち少なくともいずれか１つの操作、又はこれらの
所定の組合せの操作が操作部１１に対して行われたという条件である。省電力モードを解
除する条件を満たしている場合、ステップＳ４２に進む。
【００６７】
　ステップＳ４２において、ＣＰＵ４７は、省電力モード１又は省電力モード２を解除し
、通常電力モードに切り替える（図５（ｂ）を参照。）。また、本工程により通常電力モ
ードに切り替えた後は、ステップＳ１４の工程に進む。
【００６８】
　このようにして、本発明によれば、複数のアプリケーションが起動され、マルチウィン
ドウ表示されているときに、Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅとなっているアプリケー
ションに係るウィンドウの表示領域を省電力モード１（文字付きの省電力画面）に切り替
え、その後、省電力モード２（完全な省電力画面）に切り替えるので、省電力を図りつつ
、時間の経過と共にＶｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅとなっているアプリケーションの
状態を忘れてしまったユーザに対して当該アプリケーションの状態をひと目で通知するこ
とができ、Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ａｃｔｉｖｅとなっているアプリケーションの使用時間が長
いときには、当該Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅとなっているアプリケーションに係
るウィンドウの表示領域に対して完全な省電力化を図ることができる。
【００６９】
　また、本発明によれば、ユーザが任意のタイミングで操作部１１の特定キーを押下操作
したときに、省電力モード１又は省電力モード２に移行している表示領域を通常電力モー
ドへ切り替えることができる。
【００７０】
　＜実施例２＞
　次に、本発明に係る電子機器の第２の実施例について説明する。図１０は、メール閲覧
アプリケーションを起動後に、メール作成アプリケーションを起動したときの画面表示で
ある。
【００７１】
　画面表示７０では、図１０（ａ）に示すように、メール閲覧アプリケーションを起動し
ており、ウィンドウの表示領域を全て使用して受信メールを表示している。
【００７２】
　次に、画面表示７１では、図１０（ｂ）に示すように、さらにメール作成アプリケーシ
ョンを起動したため、２つのアプリケーションのウィンドウが上下に分割して表示されて
いる。ここで、メール閲覧アプリケーションは、Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅにな
っており、メール作成アプリケーションは、現在使用しているので、Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ａ
ｃｔｉｖｅになっている。
【００７３】
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　ここで、ＣＰＵ４７は、メール作成アプリケーションが起動されることにより、メール
閲覧アプリケーションと共に２つのアプリケーションに係るウィンドウが上下に分割して
表示されてから（図１０（ｂ）を参照。）、所定時間ｔ１が経過したとき、Ｖｉｓｉｂｌ
ｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅであるメール閲覧アプリケーションに係るウィンドウ７７の表示領
域を通常電力モードから省電力モード１へ切り替え、ウィンドウ７７上にメール閲覧アプ
リケーションの情報（この場合「受信メール閲覧中」）を表示する（図１０（ｃ）を参照
。）。
【００７４】
　さらに、ＣＰＵ４７は、メール閲覧アプリケーションの情報を表示（画面表示７２）し
てから所定時間ｔ２が経過したとき、Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅであるメール閲
覧アプリケーションに係るウィンドウ７７の表示領域を省電力モード１から省電力モード
２へ切り替え、ウィンドウ７７上を完全に黒色表示する（図１０（ｄ）を参照。）。
【００７５】
　このようにして、本発明によれば、複数のアプリケーションが起動され、マルチウィン
ドウ表示されているときに、Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅとなっているアプリケー
ションに係るウィンドウの表示領域を省電力モード１（文字付きの省電力画面）に切り替
え、その後、省電力モード２（完全な省電力画面）に切り替えるので、省電力を図りつつ
、時間の経過と共にＶｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅとなっているアプリケーションの
状態を忘れてしまったユーザに対して当該アプリケーションの状態をひと目で通知するこ
とができ、Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ａｃｔｉｖｅとなっているアプリケーションの使用時間が長
いときには、当該Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅとなっているアプリケーションに係
るウィンドウの表示領域に対して完全な省電力化を図ることができる。
【００７６】
　なお、本実施例においては、表示部として有機ＥＬ表示部２１を用いて説明したが、こ
れに限られず、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等であっても
良い。本発明をＬＣＤに応用することにより、表示画像の部分的な省電力を行うので、液
晶の高寿命化を図ることができる。また、省電力モード１において表示される文字は、実
施例１及び実施例２により示されたものに限られず、Ｖｉｓｉｂｌｅ　Ｉｎａｃｔｉｖｅ
となっているアプリケーションの状態を簡易に確認することができる文字であれば良い。
また、本実施例においては、電子機器として携帯電話装置１を用いて説明したが、マルチ
ウィンドウが表示される機器であれば良く、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ
　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）や、ノートパソコンや、ＥＬディスプレイ又はＬＣＤ等により構
成されるタッチパネル方式の電子機器等であっても良い。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明に係る電子機器の外観を示す斜視図である。
【図２】本発明に係る電子機器の機能を示すブロック図である。
【図３】通常電力モードから省電力モードへ切り替わるときの画面表示の変化の様子を示
す図である。
【図４】省電力モードから通常電力モードへ切り替わる動作を示すタイミングチャートで
ある。
【図５】通常電力モードから省電力モードへ切り替わるときの画面表示の変化の様子を示
す第１の実施例の図である。
【図６】画面表示がマルチウィンドウに切り替わる時の動作についての説明に供するフロ
ーチャートである。
【図７】マルチウィンドウに切り替わっている画面表示が省電力モード１に切り替わる際
の動作についての説明に供するフローチャートである。
【図８】省電力モード１に切り替わっている画面表示が省電力モード２に切り替わる際の
動作についての説明に供するフローチャートである。
【図９】省電力モードに切り替わっている画面表示が通常電力モードに切り替わる際の動
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作についての説明に供するフローチャートである。
【図１０】本発明に係る電子機器の第２の実施例の画面表示の変化の様子を示す図である
。
【符号の説明】
【００７８】
１　携帯電話装置
１１　操作部
２１　有機ＥＬ表示部（表示部）
４７　ＣＰＵ（第１の制御部、第２の制御部）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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